職員ワークショップ第２弾の結果（メモ）

１　開催目的

　　「市民参加推進フォーラム」との協働で作成に取り組んでいる「職員のための市民参加の手引き（仮称）」を，より市職員が活用できるものとするために，本市の市民参加の基盤づくりに貢献した職員に集まってもらい，座談会を行い，意見やアイデアを手引書案に反映する。
２　開催概要

	開催日
	３月１６日（金）　１８：３０～２０：３０

	会　場
	ウィングス京都　セミナー室Ａ

	参加者数
	７名

　次の職員の中から市民協働政策推進室が選出

○　平成８年度から平成１３年度まで本市に立ち上げた市民参加に関する次のプロジェクトチームに参加した職員

　　　・市民参加検討プロジェクトチーム

　　　・市民参加推進プロジェクトチーム

　　　・市民参加支援プロジェクトチーム

　　○　市民参加推進計画の策定・改訂や市民参加推進条例の制定に関わった職員

	概　要
	「職員のための市民参加推進の手引き」（案）を基にして，次の５点を中心に，フォーラム委員も交えて意見交換を実施

①　市民参加が必要であることを職員の腑に落ちるにはどうすればいいか。

②　「市民目線に立つ」とはどういうことか。

③　市民と行政の「対等な立場」とは形成し得るのか。

④　市会の権限や役割の尊重について。

⑤　市政運営の効率性と市民参加の取組のバランスをどのようにとればよいか。


３　出された意見等

　構成（職員の会話，Ｑ＆Ａ，事例集等）
　　○　職員の会話は，「ここまで言っていいの？」と思ったが，その答がＱ＆Ａで対応していて，なるほどと思った。市民参加にマイナスの感情が職員に沸かないか心配だが，多くの職員の本音が出ていると思う。これに対して，このように考えてはいけないということがＱ＆Ａにどれだけ盛り込めるかが大事。

○　職員の会話からＱ＆Ａまで遠い。Ｑ＆Ａや事例集が伝えたいことなのかと思うが，そこに行き着くまでが長いので，前に置いてもいいのではないか。一方で，事例集の一つ一つはもっと中身の濃いものでいいのではないか。

○　職員の会話に引き続いてＱ＆Ａを最初に持っていくのが良いのではないか。
○　市民参加を理論として学ぶことはしんどい。事例などを紹介して，役所にこんな楽しいことがあるのかと分ってから理論を読むと理解できると思う。

○　市民参加は「市政参加」と「市民のまちづくり活動」ということを，最初に分りやすく打ち出した方がいい。

市民参加と職員の姿勢やマインド

○　市民に「京都市は市民参加と言っているが，勝手に言っているだけで一方通行。市民には実感がない。」と言われたのを強烈に印象に残っている。課題を住民と役所が共有できて初めて市民参加と言える。

○　区役所の窓口でも，ユーザーの立場に立ったちょっとした工夫も市民参加である。これこそ「市民目線」。このような小さな身近な取り組みも入っていると分りやすいと思う。

○　役所が「それはできない」と言うだけでなく，「お気持ちは分りますが，こういう理由でこうできないのです」という応対ができることも，「これも市民参加です」に盛り込んだらいいのではないか。それが自分の仕事の誇りになるようなことだと思う。

○　行政の目的はよりよい社会を作ることであって，市民参加はそのための手法。

○　市民参加は，市民に委ねられた権限をどう社会の向上につなげるか，また，市民が自ら社会を良くしようと行動したときに，行政が支えられるかという，マインドの話だと思う。従前のガイドラインには，マインドの記述が大きく欠けている。

○　市民参加＝マインドではない。自分たちはこの社会を先頭に立って世の中を変える，それには市民と一緒にやることが有効だから，市民と一緒にやろうという呼びかけをするということではないのか。

○　どのように仕事に向き合うのか，どのような姿勢で臨むのか，どこにやりがい，生きがいを見出していくのか，というところにつなげられたらいい。

○　会話ではマインドを出そう。Ｑ＆Ａとはセットで読めるようにしたい。

「対等な立場」，「役割分担」などの表現

○　「対等な立場」では言葉足らずだと思う。「共に公共を担う立場」ということなのかと思う。当時としては「対等」と書く意義があったと思うが，今は言わなくてもいいのではないか。

○　役割分担というのではなく，一緒に関わりながらやっていくことではないのではないか。同じ目的を持ったチームの一員だということであろう。

○　行政側がお上意識をやめようと市民に一緒に取り組むことを呼び掛けても，市民の側にもその意識が変わっていないことがある。

○　白紙から関わるのだけが市民参加ではない。ただ，あらかじめストーリーを決めてそこに落とすのは市民参加ではない。たたき台を行政が出して，それで市民が参加して揉む方がやりやすいし，それによって１８０度変わったとしてもそれを行政が受け止めるよというのが市民参加であろう。

○　市民の目線を入れて検討することは，行政がより良い意思決定するために必要なことである。

○　深草支所での経験で，行政は情報を持っている情報を活用して，課題解決につなげるコーディネーターとしての役割が果たせるのだと思った。

○　自分が課題だと思ったときにアクセスできることが大事。市政への市民参加は，普段は使われなくても必要なときのために道を開けておくということが必要なのだと思う。




資料７








